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	製品名: TSHBマウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81612
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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒトの4つの糖タンパク質ホルモン、すなわち絨毛性ゴナドトロピン（CG）、黄体形成ホルモン（LH）、卵胞刺激ホルモン（FSH）、甲状腺刺激ホルモン（TSH）は、非共有結合したαサブユニットとβサブユニットからなる二量体です。これらのホルモンのαサブユニットは同一ですが、β鎖はそれぞれ独自の構造を持ち、生物学的特異性を付与しています。甲状腺刺激ホルモンは、甲状腺の構造と代謝を制御する役割を果たします。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、甲状腺刺激ホルモンのβサブユニットです。この遺伝子の変異は、先天性中枢性甲状腺機能低下症、二次性甲状腺機能低下症、および橋本病性甲状腺炎と関連しています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	TSHB マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TSHB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。
	

	TSHB マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膵臓組織の免疫組織化学分析。

